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「北船場」の町割と町家の変遷について
一一 特に江戸時代から今日まで一一
辻野増枝，青木洋子，白木小三郎
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1.はじめに
近世の大坂の原型iま.石山御坊を中心にした，寺内orr
であった。この石山御坊は，明応五年(1496)r虎彼のす
みか也家の一つもなく 高ばかりなりし所J(笑悟『姶
穣記J)r磁州東成区生玉の庄内大坂J(蓮如r消息J)の地に
建立されたのである。当時の町は六町の貌町と四町の校
町から出来ていて.永保七年(1564)の火災ではこの寺内
町の町屋900桁が焼失したとある。その後，元亀元年(1570)
から実正八年まで11年もつづいた石山合戦の結巣，この
地は.織図，盟臣と承け継がれて〈るのである。賎ヶ岳
の戦の直後.石山御坊の跡地に築城が始められるととも
に.城下町としての大坂の町づくりが急速に進められ.
俄々40日間に7000軒の家が建てられたと伝えられている。
当初の市街地は堺との後続を期して南の方にのびたが.
当時，大坂の間外であった束償堀川以西の船場，下船場の
地域にも町民の展開が見られた。東横堀川li.おそらく.
俊民三年(1597)までに|湖獲されていたのであろう。 iu修
田J.平野町， 淡路町，瓦町.安土町，本町など現在の町名
の多くが当時め記録に見られる。これらの町と町屋だけ
ではなく .順鹿町(筒井順慶氏).竜造寺町(竜造寺氏)，
玉造(細川氏，前田氏.鍋応氏.浅野氏，蜂須賀氏)，天
満(然凶氏 ) .備前I~~(字喜多氏，石田氏) . 今宮(伊達氏)
などには路大名の館が建てられ，ついて:蔵屋敷も建て
られるようになった。こうして.~f去の末年にはドン・
ロドリゴの「日本見聞記Jに見られるように，人口20万に
もなった大坂も.元手口元年(1615)の夏の障の戦火で，灰
mに対するのである。その後，この大坂の町の復興を仮!
命として， [(l.山五万石の領主 ・松平忠明が然i章河内十万
石の領主となって廃1虚の大坂城に入った。彼Iま旧三の丸
を横平して市街地と し，四散した町人の還住や伏見など
からの集団移住を計るなど.大坂の新しい町づくりに努力
した。 幕ー昨fli.大坂の復興が軌道にのった冗和五年に.
松平忠、日月を十二万石の大和郡山に移封して大坂を直側地
とし.大坂城の再建に着手するとともに市街地の再開発
をill:めた。大坂城の再建は寛永六年(1629)に完成するカt
その問10年，市街地も当初の二倍を越す広大なものにな
ってきた.その後.:Jt永十一年には上洛中の三代将軍家
光が来坂し.永世にわたる池子銀の免除という破格の厚
恩を与えた。これは豊臣三十年の恩顧を徳川方に転向さ
すための計らいであったが，町人の喜ぴは「仁政の鋭」と
なって氷〈鳴りつづけた。幕府のこのような対策もあっ
て，次第に，大坂は町人の町として発展し.:Jt文五年(1665)
には26万，元被期には35万の人口を擁する大都市になっ
た。江戸時代を通じて.30万から40万の町人に対して，
.if繁.接する武土といえば僅かに東西の両町奉行に所属
する60人の与力と100人ばかりの同心だItてeあった。住民
の半数が武士といわれた江戸に比して，大坂が町人の町
といわれる所以は.この他に. ~t. 南. 天満の大坂三郷
の下部行政は各組各町の入札による惣年寄.町年寄によ
る自治市lにもあった。
大坂町人の実力の背最は，勿図書，その経済力であった
が.それも実は封建体制そのものを寄りどころにしたも
ので.初期の門閥的特権商人はもとより，元tk以降の近
世的町人層といえども大差はなかった。商家の家訓に「公
儀の法}交は桜〈守るべし」と教えているのは，当時の商人
は体制との密接な関係を保ちつつ，数biーのi立を進んだこ
とを物語っている。代表的な豪商に大名貨などをした両
容商があったカt正徳期には，大坂に483人もおったとい
う.この大名貸で代表される大板商人と諸渚との関係.
特に.その宮・按な関係は山片婚桃(小右ヱ門)が番~Jiをし
ていた升Iiなどの記録にも見られる。このような豪商w
商li勿論，白分の家屋敷を持つものを一人前の町人とい
っていたが，借家人(J苫1昔)は一人前の町人と しての綿利
???
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義務はなかった。大坂の住民のうち，四割lが町人層て1
借家人層は六割lを占めていた。天保年間の町家について，
大坂で生まれ育ち，中年から江戸に居を移した喜田川季
:庄の「守点漫稿JIこ，大坂の例を江戸と対比して記してい
る。先づ.町屋の昼娘や外壁について『京坂は表の屋線
と庇の悶は垂木;容子をも全〈皇室鈍にす 唯 庇上にはl;r
き板を顕すのみ庇下を塗鈍る家更に無之又家
宅の外国 江戸の如〈下見板を打たず 全墜を鎖し…・1
とある。又 r京坂は皆必ず二階JlIにて 江戸に云 中二
階及び平屋など無之...・H ・」とあり，今日も見られる古い
町屋の外観と異るところがない。その規模については，
衰の間口で区分し，四.五聞のものを中戸，六間以上を
巨戸.三間以下を小戸と呼んでいる。「巨戸は表と裏とニ
練に建る也表は全〈 二階あり 奥の一棟1;: 表の方二
必bて
階 座敷上は綴にてこF皆無之也」とあり，京都などで「表
中ヴ刊
屋造」と呼ぴならわされてきた形式そのままの家織といえ
る。表屋といわれる表の機は「見世J(庖・)で二階建.その
二階部分は庖員の都民か物;訟になっている。奥の練は主
昼で家族の住居.通庭(土問)に近い下手は二階屋になっ
ているが，上手の座敷部分は平屋で前後に鋭庇がついて
いる。表屋の見世庭は.主昼との問の， SZ路届互につづき.
更に，奥の主屋の高〈吹抜けになった通庭につづく。主
昼の上手の座敷部分の炎側と磁{削には「先栽J(露地底)が
聞け，表恨1の先裁は外のi泊りとの境は塀で仕切らtL.議
側の先栽の奥，屋敷境には土蔵が建っている。表口が四，
五問の中戸の規模の場合1;1:巨戸の例のような表~ì立の二
線式の家構と見世の部分と住居の部分が一様になった二
階屋の家精との両方が見られる。その外鋭について，こ
れも「守点漫縞」に，次のように記している。 「生業により
惣絡子或は半ば紛凡世半ば格子にする也毎戸如
此と云うに非ずと道と・も 大略 大同小巽のみ 江戸の
如〈 毎戸其制を甚だ異にするもの繍也」。このように同
じような家並が出来るようになった背景は「翁草」の一節
にも見られる。これは2'1f呆年聞の「妙知焼Jと呼ばれた大
火のf去の復興の模様を記したものて..， r大坂の人は家を焼
るるやifi.前後を不順 いかにもして我ーと家を巡る。
もし共カなき人は地をi古.tiJして所を立退く 何れも町を
荒すは大坂の恥なリとおもふi純然たる性質なり-…」とある。
このように，自らの家作とその町並には深い関心と高い
肉負心を持ち，その町の家並を話Lすことを町人の大きな
恥と心得ていたのである。しかし商家としては，表の
f}lJロが限られている以上.>1t止の部分を拡くするために.
~1聞lに「おだれJ(庇)を出す傾向が強くなってくるのは当
然といえよう。江戸初期の究文年間の「触」にも「大道に家
を他出候儀可為削]..~ (rl'略)家のおだれに墜を付本
居
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宅へ仕込申問敷事」とある。 その後も.再再，おだれを出
た勺L
して大道の耐を狭めないように. r吋じような「逮」が出さ
れている。それだけに rねじがね屋敷Jと呼ばれ，本屋
の軒下から捻じた僻欽で庇を吊り上げ.下の往来に支障
のないように々えた今僑二丁目の紙屋治兵衛家は家並の
模範となってきた。もともと，船湯の物資の流通は東西
の横堀川によっていたので，その街路1;1:.城下町という
性格からも.東西の「通」が四間半，南北の「筋」が三間半
の狭いものになっていた。したがって，明治維新後の新
しい社会縫済環境，特に.明治9年の梅田ステイション
の開設による新しい交通条件には対応できなくなってき
た。ついに，大正の初期から，路面電車のエ畢と平行し
て，街路の拡幅が推進され.そのために，町屋の「軒切』
が実施されるに至った。明治以前の「株」組織を背景とし
た同業同織の町から自由経済体制の商工業の都市崎遣に
変貌しつつあった。このよフな推勢は，この軒切を契機
にして加速され，今日見られるような多様な変化が家備
とその家並に現われてきたのである。すなわち，商売が
しもたaや
出来な くなって「仕舞昼」になった町屋.営業のために家
族の居住吉S分まで使用するようになって「職住分続」した
商j古.変に.経営拡大にともなってビル化してきた商社。
このような推移の下に多様化した建物が街道をはさんで
建っているのが， 今日の大阪，特に，もとは同じ憾えの
町屋が軒をi卓ねていた船場などの姿である。
2. r北船場Jの町割の推移
「船場」というのは，大川から長.¥Il!川までの東西岡横線
川にはさまれた地域の総称である。江戸時代は，全国諸
藩の中央市場の役割iを来してきた。現在でも商都の伝統
は受けつがれており，大阪の心臓部である。この「船場」
地域は.明伎な区分ではないが，通常二つに分けられて，
本町よリ以~t1'J (r~t~f}場J. 以南が「南船場」と林されてい
る。本稿では，旧い町;!1J・町家などを多〈残している「北
船場」を特にとりあ間 町宮1 &ぴ町家の推移について考察
をおこなった。本主主で町割，次:!i!で町家についてみてみ
たい。
1市て九i述べたように.r船場J，ム秀吉の後を受け継
いで，徳川幕府によ って整理 ・再開発されたのである。
すなわち，秀吉が砂州を開拓して町宮lしたものを基に.
大坂冬 ・変の陣の後，松平忠明が復興・計画したものが
原型となっている。
江戸時代に刊行された大坂の町制図の数は多<.明暦
の古関以降.百組近くも板行されているどこれらの古図
より，当時の街区の線相が推察できる。ここでは.(表ー
1 )に偽げた9係の占図と，明治19年の内務省地理局図籍
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謀による実i!lJ図，及び昭和49年の大阪市総合計闘局作成 袋一 1 地図一覧表
の地形図を資料とした。明治のう定調1図と江戸時代のそれ
ぞれの古図を!IIl.合してみると.町割に大きな相違はみら
れないので，この上に，地形図を重ねて江戸時代から現
在までの推移をたどってみたのが. (図ー 1)である。
主な変動をあげれば
(1 )市電軌道敷設及び都市計画~P:1'fによる道路の拡巾(外
北浜通，平野町通.本町通.堺町筋.傍檀木橋筋，御
掌筋)
(2)橋の架空~ (肥後橋，雛波僑)
(3)高速道路の架設(東 ・西償堀川上)
年代 西暦 地 図 名
8Jl暦ニ年 1657 新坂大板之図
貞享四年 1687 新，.~聞繍大坂太絵図
元緑四年 1691 新僕増補大坂大絵図
宝膚九年 1759 機州大坂薗凶
明和二年 1765 明繍大板図
天明七年 1787 噌楠大綬凶
文化十年 18~1 噌修改正慎州大阪地図
弘化二年 1845 弘化新改傑州大阪全凶
文久三年 1863 改正員四補国宝大阪全凶
明治19年 1886 大阪実測図(内務省地鰻局図籍軍軍)1:50∞ 
lIl初49年 1974息地形図{大阪市総合計画局〉 1:25∞ 
(~墜謡7/1~墜事\!ii!阻晩 、担割 変動の大きいもの)
図ー 1 r北船場」の町御lの推移
(3 ) 
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(4)掲の埋立(酋機場川)
であるが，小規模な「軒切」は各所で行なわれた。
「北自骨場」の町制1;， 一部の不整形な所を除いては碁盤
状をなしており.東西・南北およそ40間四方の池¥!IJを基
本~としている。そして，その中央に巾 3 尺-5 尺の溝
を東西に設け，雑用水の放水路にするとともに. 町の境界
にもなっていた。すなわち一丁目の範囲は，東西の道路
を中心として，その南北各々20聞である。中には，淀屋
小路・ 浮世小路 ・絹張小路のように，この半分の奥行10
聞のところもある。「北船場」の東西の「通」は合計12，南
北の「筋」は13ある。 「通」が震視され，大商家は， 「通」に
面し， r筋」を表とすることは，ほとんどなかった。
次に町丁目の移り変わりについて述べたい。(図ー I) 
に現在の町名と江戸時代のものを並べて記入してあるの
で参照されたい。明暦三年(1657)の古図(図-2)による
と.南北の「筋」毎に丁目が変り.東横堀から西機場まで
それぞれ通しで十二丁目まであった。それが点字四年
(1687)以降の古図で1;1;，明暦の墜然、とした通し丁目が
紛れてくる。 2-3プロックが合わされて一つの丁目と
なり.その結果， 「通」によって異なるが，四・五丁目位
までと丁目教が減少している。それとともに，西の方では
倒有の町名も見られる。
明治に入って， 5年に大巾な町名改称がおこなわれ，
居 学
五丁目まで(安土町・本町は四丁目)の通し丁目になって
現在に及んでいる。
以上のように「北船場」の町観は.基本的には大きく 変
動していない.それに比べて，屋敷!lJの方1;1;，所によっ
てかなり変化しており，家並にも影響を与えているJ船
場」の屋敷割は，雲監口約5間をその平均型とし，それ以下
になると狭硲で.問屋としての機能に支障をきたしたと
いわれている。それ故，問屋層などの町並では大体 lプ
ロックを東西に八等分した 5問の表口が標識になったと
考えられる。この屋敷審lの推移について.道修町五丁目
をとりあげて考察してみたい。この町は.他町に比べて
水帳の史料が多〈残っていて.元禄・宝暦・安永 ・寛政
・文化・文政・安政各期のものがある o (図ー3)は各期
の水帳によって作成した屋敷曾l図で，その変遷を図示し
たものである?所有権の移動はかなり頻繁であるが，元
禄から宝暦期を除き，屋敷地の細分化は全くみられず，
逆に拡大化の傾向があり，全屋敷数は減少している。ま
た， (褒ー2)は規模別の屋敷数の変化をまとめたもので
ある。6-10間の表口の階層の増加という現象が顕著でる
ある.
しかし，明治に入ると， (図-4)のように相当な細分
が進み，特に，「筋」に面した屋敷君事lの細分が目立ってくる。
これに対して，同時期の道修町三丁目の屋敷剣(図-4) 
図-2 明暦三年(1657)r新板大坂之図」
( 4 ) 
図-3
道修町五 fl3
屋敷;切の変遷
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では.二屋敷がー屋敷になった一例がみられるだけで.
大きな変化はみとめられない。五丁目が仕舞民化.小ぅ2
商広化していくという傾向と三丁目が問屋街としての性
絡を保ち続けるという傾向が読みとれるのである?
明治44年のI也籍図，昭和11年の建物用途別現況図，日首
相49年の地形図の三怖の地図より，各期の「北船場」のhl
数古IJを全体的にみることができる。槻して言え!;t'， tJ己
のような傾向IJ:， fl也町についてもほぼ同僚にみられる。
すなわち，中戸 ・巨戸の規模のものは.各r;ruJのー~三
丁凶あたりに多<，四-五丁目では細分化が11M;になっ
ているほか r目前」に崩した屋敷割もー~三 fl3に比べて
多い。しかし，北部の北浜 ・今橋 ・高周僑て・1ー~五丁
目をilIiして.あまリ廷のない屋敷'!1Jとなっている
また. 大阪駅が侮悶に建設された~.堺筋の市屯軌逃
曜~~主lこ fドう 12間巾への拡巾，御堂筋の24問巾の粉線道路
怨ぷに続〈地下鉄の開通などによって.南北の交通体系
カ唾何持されるとともに r筋」に広2語力、並"';:傾向が強くなっ
た.現在では，それに益々拍車がかかり.かなりhl数出l
にも大さな変貌がみられるようになった。しかし.‘f-!f'
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町以北では，第二次大戦の戦禍をうけなかったこともあ
って，幹線道路からはずれた地区には，昔ながらの屋敷
御jの旧い町屋の残存が処々にみられる?
(図-5)及び(図-6 )1;1..以上の概要を補足する意味
で. r~t船場」の東北と西南の部分をとり出し. 各矧の屋
敷御lを，より細かく具体的にみるとともに，地区による差
異をみてみたものである。
前者は，北浜 ・今tl..高麗橋一・二・三丁目の部分で
ある。各期ともかなり盤然とした屋敷郡lであり.巨戸の
屋敷構も処々にみられる。両替衛や問屋などの豪商が軒
を並べた様相がしのばれる。現況では，金融機関や商社
の大規模なビルが多くなってきている。
後者(;1;.平野町・淡路町 ・瓦町・備後町・本町四 ・五
丁目，積堀三・四丁目の部分である。再IJの地区に比して
各期を通じて，狭少な屋敷割が目立っておリ.町の境界
線も歪曲している所もある。もと.この辺りは津村と税:
する集落であり.また.御霊さん，西本願寺を中心とする
門前町であったことなどから. r~t船場」でもかなり性格
をy4にした地区として引き続いている。しかし この地
区でも.現況では.i卸掌筋にrwして巨大なピルが.i!li統
して立ち並んでいる。
幹線道路沿いのピル化に1半う変動を除いては.この二
地区の屋敷制は r北船場」のうちでも対称的な様相を呈
しているといえる。
3. r北船場」の町家の推移
u:!:でふれた「守点i~縞Jには，巨戸・中戸として(図ー
7 )のような典型的な町屋の例が記載されている。 ともに
あき主い
「商」の為の~t聞と家践の居住空間の二つの俄能を含むも
のであるが.表口の大小(;1.，r酪」の規模の大小や使用人
の多少にもつながっている。!d戸のんは.機能が:t:::t:1lの
性格区分となって.はっきリと械を別にしている。どち
らにしても.表通に近、J表屋」から庖富市及び使用人の部
経，家族の住民と.!IE_;:t日]lfx形式であり r町屋」の重点が
やはリ「商」にあったことを示すものであろう.江戸時代
(;1.，町人のITであった大坂といえども，町人に対しての
生活規制(J:厳しし町民の規悦や造作に対しても問機で
あった。特に.江戸中期以降(;1.町人婚の経済力が伸張し.
規制に反して.家屋内音sの造作も一層慈炎なものとなっ
てきたようである。何~か「触」がlJjさ tし細部にわたっ
ての規制がなされていることは.iE作に凝る傾rI付 f如何
lこ一般的なものになろうとしていたかを物Z昔っている。
このように経治力を誇った大坂ではあったが，幕末か
ら明治にかけての社会機造の変化には大きくf;fjれ動いた。
「天下の台所Jと紘されたように r船場」が江戸時代の封
居
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建社会で経済的な商で果してきた役割が大であっただけ
に.明治以降の社会変化が.直接紛場に居住する住民の
生活.ひいては町屋にも大きな影響を与えているといえ
る。近年ピル化の進んだ町とはいえ，幹線道路からはず
れたところには未だ木造の町屋が残存している。これら
の町屋を「住い方」の但で分類すると，次に掲げる三つに
大別できる。それぞれの調査例を通して，具体的に町家
の推移の状態を考察してみたい.
(1) r職住一致」の住い方をしている場合
①小西手rJ七家 (医]-8) 
瓦町一丁目に表口3.25間奥行21問の屋敷を有し薬的
業を営んでいるが r表屋」進て'全体的に改造の少い匝I
屋である.以前は住み込みの使用人も多<.男は「表崖J
の二階.女中は一階の「なかのま」に就寝し，庖のjz配
は「表屋」で，内向きの支配1;1.奥の「座敷」でとし寸典型
的な使われ方であった。現.(f(;I;従業員も全て通勤とな
り， 一階の座敷と二階の部屋が家族の就寝空間として
使用されている。敷地奥の土裁に商品が納められてい
るので，通庭はそのまま残されているが r見世」の床
が落とされ.表の大戸は取り除かれてンヤ γ ターに変
わるなど，商売上の近代化による影響を余儀なくされ
ている。
②北:ê:~品(図- 9) 
道修町三丁目弁池筋南西角に{立誼し，表口5.5問奥行14
問の屋敷である。宝暦十三年(1763)に初代北垣清兵衛
氏が，商売の先行に困った場合を考慮、して. j昔屋との
こ軒屋として建てたものであリ.六代にわたり薬組陶
を営んでいる。「軒切」以西ijの姿を示す古図によると.
間取は典22的な通庭一列並び囚間取型であるがr.ilfJに
近い六帖2妄(;l.r見世」及び10人位の使用人の就寝空間
として，次の六帖は食事の場で，御寮人さんが女中を
はじめ全ての使用人を指図する部屋として使われてい
たという。現在では「見世」部分の床が泌とされ事務所
となっている他，隣の{昔屋を改造し， 一階はガレージ
や商品溢場など商売用に，二階は子供室として家族用
に使用している。「験」と「住」を一体にしているとはい
え，従来に比べると.部屋の使用の函で，二つの機能
が明確に分雛されているのが包立つ。
③囲井家 (図ー10)
表口 5問，奥行約9問の敷地に建つ，本二階造の町屋
である。もとは旅館であったため，廊下が巧みに配さ
れ通り抜けを要する室が無い。現在は古美術商を営ん
でいるが r見世」及びもとの「先栽」と「座敷」が商売の
為の空間になっている。「見世」の床が落とされ.出絡
+はショーウインドウに改造されてはいるが，土壁腰
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板貼の高損罪や竹の犬矢来などと良〈調和のとれたファ
サードを構成している。商売の佐賀からくるものであ
ろう.就寝空間には二階があてられているが.旅館と
しての間取が.現在の個室を求める住生活の傾向にう
まく対応している.
以上は「職」と「住」の二つの機能を現在も併せもつ町家
の例であり.町家本来の住い方を踏襲しているといえる。
小西手IJ七家や北垣薬品のように.関西が中心的役割をも
ってきた凝純簡の場合は.船場で商売をすることが一つ
の信用という武終になっている。薬種業の中でも近世以
来絡を誇った.道修町，平野町などには.武田・田辺・
溢野義のような大資本は勿論のこと，より小規模な商底
{中小企業 ・家内産業やプローカーのようなものなど)ま
でも集中している。大資本を誇るI苫は.当然ながら.表
口の広い敷地を持ち.いち早〈ピル化しているのである
が.中小資本のJ.sになると，敷地面積から考慮しても，
さほどビル化する余地はなく.経済的ゆとりもないまま，
従来の古い形式の町屋を使用している場合も少くない。
内部の生活を見ると，一般に，以前は商売の機能が.
かなり町民の奥にまで浸蝕し，家族の日常生活と混同し
ていたが.段近でははっきりと区別される傾向が目立っ
ている.極端になると， (図ー 1)のように.居住者はい
るが r見世の間」だけを貸事務所として使っている場合
も出来てくるのである。多くの使用人を御寮人さんが管
理していた頃ならば.使用人も一体となって閉じ屋恨の
下に居住する意味も大きかったであろうが.近年では，
私生活はむしろ切り離す雇用関係となり，使用人の生活
空間!としての窓味Lt.，町屋の機能から失われてしまって
いる.
また.家族がどの位の部屋を使っているかを見ても，
個室を与える傾向が著しい今日，機能の失われた使用人
の肘住部分が転化されている例も多、、。しかし，家族の
占有する部分l;t広がっても，居住性が良くなっていると
はいえない。プライパシーの無い間取形式.敷地の奥に
位置Eする関係からの日照不足，陰うつな雰囲気.子供の
遊び場の不足…・・ なーど。住み手の口からもれる不満は多
い。町家としての価値を認めた上て'の居住とはいえない
場合も多<，積極的により良い住い方を追求しようとい
う妥勢は感じられないのである。退かれ早かれ住居とし
ての機能li船場外に求めるか.級住併用のままであって
も.画f周年数がきた時点て二主主て変えられる方向をとる
であろう.
しかし，-)jてすま，凶井3まのように.町屋形式が尚72
上有利として依極的に居住している例も少くない。現存
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する町屋の中でも，古美術商・道具商はいくつか見られ
るが.商売上の舞台装置としての効果は大であり.手入
れ良〈大切に使用されている(写真一 1)。外観だけを町
屋風にデザインした飲食宿などと異り.内総の各郁震は
勿論.生活そのものの面から，町家の:U:義を尊重してい
る閉!といえる。
(2) 営業専用の建物になっている場合
①1征野合料株式会社 (図ー12)
i五修田T三丁目の表口10問奥行20聞の敷地に建つ r;茨
屋」進め重厚な家精で，西隣の塩野義製薬や斜1<']いの
田辺製薬のピルにひけをとらない議ちJむきを見せてい
る。明治末期の建物であるが.大正9年(1920)に「府
切OJされたのをはじめ，幾度か改造を重ねた.そのr!r.に
営業空間が奥の居住空間を浸触してきた。建築された
当時め「表屋JIム二階の物置を含めて営業~r.ll として.
主催は.当主の家族及び16人の住み込み従業uの府住
空間であった。 4つある蔵も r)苫」用と「家」用に分け
て使われるなど.商売の機能と，家族及ひ従業只のJS
住空間としての機能とが， うまく分離されJながら.ま
とめられていた。商売の発展に伴い.西側の1廿!Eは勿
J荷主主昼にまでも営業塗問が拡大し.現イt:li主[1l.の二階
に管理人が居住するだけで，会て督業空間lになってい
る。製造から出荷までの作業は工場でなされ.ここは
営業'Ji.務だけの後能しか持たない).)，このような占い
形式の建物でも支障がないという。むしろ資金かあれ
ば工場の設備校にあてるべし・…・という船場の.t舗な
らではの.Ji'え方を具体的に示している。
②小西{奨励商庖 (図-13)
巡修8fT堺筋東北角に位置し， 7階建の1~、三舷 6貨lお
のピルをパ yクに黒〈どっし 1)とした家絡を見せてい
る。明治36年(1903)に建築された「表屋J造の非常に大
きな町屋であるが，明治末期に堺筋のtT.t~みに fド っ て軒
切され.改造が加えられた。先代までは.このil物に
愛1をもってここに居住していたが，段位:は，会<Jj. 
務所としてしか使用きれていない。「見fU:J部分はlぷを
落とし，I制仕切Jもはずされ広い一家となっている。し
かし.主皮の「仏間」や「座敷JI;t，械t8'.1世に応機セット
という使用法ではあるが，昔ながらの存関公を践し.
絡Aの高さを印象づけている。堺筋に面した快の二階
は， ~見.fr.従業員の茶華道の柊古ぐらいにしか使用さ
れていないという。
外観や間取形式は， (1)の場合と同僚か.あるいは.そ
れ以上に古い形式を残していても.町家の機能が変化し.
学平野町一丁目に表口13
閥奥行19間の敷地を有
し，かつての「巨戸Jら
しい家締て二議ち若い
た雰凶%をしのばせる。
天保八年(1837)のlt.ロ百
て二もとは卜人I由l答の
一人として資力を誇っ
た，炭盛I参Jd!l¥の屋敷
であった。しかし，明
治則の大税総な「軒切」
で大改造をせまらt1.
専用住居に転換せざる
を~~なカ‘ったので'ある。
すなわち r軒切」によ
り，営業に枇も大切な
「表昼」苦1分カ'.1.51百!と
梁行の半分j!i:くも削ら
れることとなリ.その
機能を果せなくなって
きたのである。現主で
は，表屋古1分li.r見世」
属住
営業空間だけになっている場合のものである。現在では
むしろ(1)の場合よりも多くなっている。
船場に庖を構える意義は.この地域が現在もなお西日
本の中心として経済的に重要な役割を果している.大阪
の中心に位置することにある。営業面からの視点である
以上.町家の機能も「商」に重点がおかh.住居としての
性格(i失われていくことになった。元来.商売中心で家
族の生活もそれに合わすような暮し方がされてきたので
あるが.近代的な経営}j法に移行するにしたがい. f主的
としては，全〈別に，より良い環境を求めるよ うになっ
てきた。昭和10年頃には，町震の構造上，通風採光の聞
から健康には良くないという人もあり，帝塚山 . ~中・
阪神間なと'の郊外へ住居を移し.船場の町屋は全〈営業
の為の主主物となる例が一般的となったのである。
ただし.この場合も~孟野家のように船場商人らしい
考え1jを基礎に持って田T屈を使用している場合ぱかりで
はなしむしろ経済的>:.:jI~.由でそのままになっている例
の方が多い。これらは r町家」としての生活面よリ r船
場Jという地区(f.)な特性を屯促するのであるから，やはり
機会があればビル化のJ;[I.)をたどるであろう。
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(3) 専用住居の場合
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図-9 北.tu来品.市閃及び攻状平而図
写真一 1 ，'i J11;I，flj砂JじJf家.外観
」仁iJ~5了I1にあり .AEi且:
l.を被うため，，何百lirj，
r 1I以~Hみ 1141']: 下 「花伯
Hみ -.i，'hLj1';'11;)の'，WJ
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勺か?んでいる
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というよりは，あたかも長屋門の
ような機能になっている(写真一
2 )0しかし，十人両替としてのカ
をしのばせる，建物の質の高さは，
主屋苦1分の意匠にもうかがわれ.
格調高い専用住居として現校も充
分に機能している。
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(3)に分類されるのは，営業の機能
を失い，専用住居になり仕舞屋化し
た場合である。
家訓というものが見られたように，
船場の商人は.その時のカをただ誇
るだけでなく.現状を守り確実に次
代に伝えてゆく ことに力を注いでい
た。しかし，それでも経営規模や方
法を変化新i少していった応ー も多かっ
たのであるが，その外的要因として，
社会経済構造の変化とは別に r通や
筋の性絡の変化」と 「軒切Jの二つを
あげることが出来るのである。特に
「軒-l;Jj'i，町家の命ともいうべき「見
世」部分をI伐採浸触するものだけに.
大きな;~~弊を与えた。巨戸 ぐらいの
規模があればこそ r軒切」を契機に
専用住居化することも可能であった
と思われる。
その他の例として.倉庫的な機能
のみの町家も現われている。同じ船
場内でも幹線道路からはずれる地区
は.交通の使からも， Ji:J也条件は営
業商で不利となリ.商売上の機能が
果せなくなっている。その為.営業
はよリ中心にある貸事務所等に移行
させた後の.町屋の利用方法の一つ
である。
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おわりに
幕末から明治にかけて，政治のみ
ならず経済の中心も東京へ移行する
ことと主リ，大阪の経済界は大きく
よじれ動いた。しかし，長い間に培わ
れた大阪商人の力は，第二次大戦の
危機をものり こえ.商日本の中核と
して現夜もやはり日本経済界で大き
4 
塩野香料株式会社，平而図図-12
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な役割を果している。
「老舗」といわれる会社が船織にな
お数多く存在しているということは.
この鉛場地区が.長い歴史的伝統を
号 蕊んじる面を持っていることを示す
~ ~， 
ものであろう。同業同職が集まって
いた江戸時代の系;曹を引く街区備成
が， 薬品関係，繊維関係などには.
現代にも引きつがれているのである。
九実・ 、
「船場Jの町富IJ.屋敷劉は.J圭本的
には，当初のものを受け継いで現在
に至ったものであるが，交通体系や
経済機梅の変化に伴って.大きく変
貌している部分も見うけられる。道
路の拡rl.高速高架道路の架設.巨
大ビルの建設など.大阪の中心地で
あるだけに.近代化の波及もより大
きし幹線道路に面する部分1始ん
どピル{じしている。そこでは.旧来
の「船場」の面影をイロ]うことは凶維で
ある。
反面，それ以外の地主主には，10い
町屋がかなり処々に残存している。
これらの多くは，表口はri1flJに面し.
1 町境までを屋敷とする昔ながらの家
為 憐である。
や ひと口に「船場の町家」といっても.
吟 現在まで存続している意味は機々で
市「 ある。「庖舗」と「住民」の二つの機能
川 が有織的に結びついた家情を r町家J
V と規定すると，現存する船場の町家
自i の大多数が r町家」とはいえない牧
市1 態となっている。「船場Jの価値を統
一 1.1烏 i rj 済的な立地条件に置くならl:f，町家
" 1 ， 1:口2 1! に営業tの機能が附されるのは.
f" ・ -mr以出. 「戸ヲ-ぺi刊のことであり 町家の酬の公• ... r ，. 1  
宅百 三一~I 化1必然的なものといえよう。
i _ j_企iー
川1(' 1，1 
1 ぞ ~ +1 現に昭和55年春には，今僑ニ了H
:; '11' + :Ir' ; 1':" I1 ~l. t~. ;陣 tl に権勢を誇リ.船場商人の象徴とも
f' t I ~ つ 向 ~ I いうべき豪商鴻池家の旧屋敷の一部が
.，刑事 :回 目i
~ー←-.JL とりこわされピ川こ変身することにな
った。問主名丹市1会などにも堂々た
る巨戸の織えが鈍かれているが.天
保八年(1837)の再建後も，また r軒切」
戸一_J_一一'一一一千
図-13 小西儀助商l苫.平而図 がなされ大阪美術クラブの所有とな
(13) 
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図-14 辰野家(旧岸彦家)平前図
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辻野他 f北船場」の町制と町家の変遷について
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図ー15 通整，半面図
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写真一 2 辰野家.外観(S43年当時)
写真一 3 大阪美術倶楽部(旧泌池家)
解体的外観
っても.外般の桜Hi受けつがれていたt(if(な町家てあ
る(写真一 3)。 豪商の屋敷にしては.外観も内部も大変
'ltMなものであるが r表屋」造の部屋数の多い広大なM
教は， 111市として，美術商の懇談会場や只lJIiのl提示劫な
どに.占い形式を'主かした使い方がなされていた 加史
的にrfur;ある名家が，船場の中でも申告があるといわれる
fil!jて二「町家」形式を生かして存{J，していたことは，両日
場における町家の一つの生き方を示す好例であった。し
かし‘他の U也てすI}び生命を与えられる とはいえ.この
iJ:rl池の往物が「船場」から消えることは，これからの町家
の}j向性の一つを象徴しているのではないだろうか。
このように「町家」が変貌してゆく一万では.tr; )jj共!伝
ゆかりの~r~が. ïfi~要文化財の指定を受け.。住宅・1的な江
戸時代の町家を後世に伝えるようになったことは非常ーに
忍設深い 我[1'1のI治学の発展に大きく氏献し. ~~ぶから
則的にかけて日本の近代化に寄与した.大村益次fl!l. ~;.\ 
(15) 
-188- 住
沢諭吉をはじめ.多くの門下生が巣立った通整も.町屋
としては当時のごく一般的な表屋造の中戸である (図ー
15). r表崖」は整生の生活空間て・あり.奥の主屋が洪庵及
び家族の起居するところであった。昭和51年より解体修
理に着手され. 55年 3 月末には，洪~時代の姿に復した
形で完成し，一般公開されている。特筆すべきは.この
工事と合わせて.1直塾周辺の史跡公園化がはかられたこ
とであるf西隣の愛珠幼稚鴎や，銅JA館、，除痘館跡など
とi皇帝した史跡公園は.周辺地域のオアシスとして， E2
かな町づくりの一端を狙うことを期待されている。
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Summary 
This paper aims to folow the changes of .Machi-wari " (land subdivision) and . Machiya" (town-house) at Kita-
Senba in Osaka City 
Kita-Senba has a neat grid pattern of streets. The streets lying east and west are called . Tori "， and the north-
south ones are caled ・Suji ". This pattern was laid out in the early 1600's. Originally each block was 40 ken sQuare， 
and， as a rule， itwas devided into sixteen housing lots. The two halves of the blocks facing the .Tori " between them 
(the north half of one block and the south half of the opposite block) composed one" Cho ". Each" Cho" along the 
. Tori " was named in an orderly manner (from the自rstto the twelfth .Chome "). A standard type of the housing lot 
was 5 ken wide and 20 ken deep. Almost al the houses faced the ・'Tori・"setting up .肘1ise" (stores or 0伍ces)at the 
front part of the dwelling housεs. 
From our research we can point out several changes of the .Machi-wari " and .Machiya " as follows 
1) The original division of the housing lots and the orderly names of towns became diversitied. 
2) After the Meiji period， this .Machトwari" confronted a rad.ical change. Streets were widened， canals tiled up， 
and a new express highway laid out 
3) With the improvement of the .north守south"tra侃csystem， more and more houses have come to face the .Suji "，
and along the main streets many of them have been rebuilt into high buildings 
4) In many of the remaining .Machiya "， the business space has been extended and tends to expel the dweling 
space. In this sense the original“Machiya" has been diminishing 
(16) 
